
　　　　

2025 年 3 月 1 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし （応相談）

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

家族支援
・毎回ご利用時のフィードバックを通し、随時情報共有するとともに、必要に応
じて面談や参観の場を設け、ご家族の不安や困りごとへの相談援助を行います。

移行支援

・必要に応じて、学校でのお子様の情報や支援方針についての共有しを
行います。
・事業所で習得した行動を、学校や園、家庭などで同様の行動ができる
ように、般化を目指した支援を行います。							

支　援　内　容

・お子様が健やかに安心して過ごせるように、ご利用時に保護者様と日々のご様子や体調など情報共有させて頂きます。
・衛生面では、来所時に体温測定をしています。また、手に触れる物の消毒を毎回の療育ごとに行っています。
・発作のあるお子様は、注意事項や発作時の対応方法等、保護者様と共有させていただいております。
・集団活動・個別活動において、必要なお子様には、プログラムの流れを絵や写真、文字で視覚化し見通しが立ちやすくなるよう支援しています。
・集団活動は広い療育室、個別活動は個室で行い、集中できる環境を整えております。

・歌唱、リズム楽器、鍵盤楽器、吹奏楽器等の音楽活動をソロ演奏や合奏を通して、運動・感覚にアプローチしています。
・ダンスや自由な身体表現を通して、周囲の環境に合わせた姿勢、運動ができるよう支援しています。
・五感へ刺激した活動を提供し、感覚の偏りを調整します。
・音楽を通して体の緊張を緩和し、生活をサポートします。

本
人
支
援

・楽器の位置関係の把握、音楽に合わせて身体を動かす活動、音楽を聴いて絵を描く、振付を付ける、即興演奏するなどの活動を通して、空間認知能力や想像力を育みます。
・お子様の苦手分野を意識し、お子様に合った方法で学んでいけるよう支援します。
・お子様の興味・関心のある事柄や得意な分野をさらに伸ばしていけるよう支援します。
・視覚化された工程表の使用や、音、音楽の合図により場面理解や見通しを持って安心して行動できるよう環境調整しています。

・合奏やダンスの活動を通して、他者とのやりとりの経験を育みます。
・呼びかけソング等を使用して、他者とのやりとりの経験を育みます。
・合唱や合奏などの集団での音楽活動を通して、相手の話を聞く、自分の気持ちを言葉で伝える練習をし、適切なコミュニケーションを学んでいきます。
・言葉に音楽のニュアンスを加えることで捉えづらい言葉の意味を具体化しやすくなります。
・音楽活動を通して、言葉を使わずに相手に伝える「ノンバーバルコミュニケーション」の経験を育みます。

・集団音楽活動では、発達に応じた社会性（他者に注意を払う、他者の動きに合わせる、共同・協調する等）が身に付けられるよう支援します。
・集団音楽活動を通した様々の人との関わりの中で（学校以外のお友達など）、仲間意識や絆を深める経験を育みます。
・集団音楽活動の中で、職員が間に入って交友関係を促したり、ルールや役割等の共同活動を設定します。
・年1回、お子様のソロ演奏やグループ演奏の発表会を音楽ホールで行い、ステージマナー、観客席のマナーの経験、また多勢の前で発表する事による達成感を経験する場を提供してい
ます。

支援方針
・音楽療育を通して、一人ひとりにしっかりと向き合い、特性や発達段階を正しく見極めて支援していきます。
・お子様が社会の一員として、誰もが助け合いながら一人ひとりの個性が尊重され、安心してすごせる居場所作りを目指します。
・音楽を通じて、身体や心を癒すことで、健康的な生活を送れることを目指します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 音と音楽でお子様やご家族を幸せにします

事業所名 音楽特化型児童発達支援・放課後等デイサービスおと 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）



主な行事等

・お子様によるソロ演奏、グループでのアンサンブル演奏の発表会
・職員による音楽コンサート
・消防署と合同で行う親子避難訓練
・集団音楽活動時に行う季節に応じた（クリスマス、ハロウィンなど）プログラムの実施

地域支援・地域連携
・相談支援事業所、他の事業所、学校などと情報共有し連携を図ります。
・その他、お子様に関する関係機関との情報共有し連携を図ります。

職員の質の向上

○事業所内研修
・虐待防止（身体拘束）に関する研修　・事故防止に関する研修
・感染症に関する研修　・防災に関する研修　・個別検討会議
○外部講師による研修または外部研修への参加
・発達しょうがい研修など


